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自己紹介

• 情報理工学院 数理・計算科学系 准教授


• 専門：情報可視化、ヴィジュアルアナリティクス


• かつては、プログラミングシステム、分散計算



• 企業動向分析レポート


• 動向調査: 雇用/設備投資/事業継
続計画/賃金/…


• 意識調査: 業績/景気/改元/消費税
率/TPP11/大阪万博/就活ルール 
雇用/賃金/休廃業・解散/倒産/人
手不足/…


• 実態調査: 社長分析/経営/老舗企
業/海外進出/…

TDB レポート



レポートの構成
• (文章, 図画), 

(文章, 図画), …


•  
文章が言及する数値デー
タ → 図表中の視覚的表現

•  
「建設業の女性社長比率
は7業種中で最も低く」

データセルの参照

主張 — 統計的事実
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Text
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パターンと定式化
• 単純なデータ参照: 「2019年の女

性社長比率は不動産業 (16.7%)が
最高」


• 複合的なデータ参照: 「過去三十
年における7.5%の増加は」


• 主張 – 統計的事実 

•  



•  



•  

•  

⇒ A . idxmax ≡ a

⇒ min A > B . mean

D[Y ] > D[Y′ ] D[Y ] ≡ D[Y′ ]

⇒ ∀x ∈ Industries . P(x)

曖昧性

トレンド

aはAのなかで一番

Aは（Bと比較して）高い

…な傾向が維持される／ない

一般に…な傾向が見られる



注目点と文脈（比較対称）
• 注目点: 文章が言及しているデータ項目（群）


• 文脈: 注目点を言及するにあたって暗に比較している対称データ
群


• 例: 「不動産業は30年前から7.5ポイント上昇し点…」


• 注目点: Data[2018, “Real Estate”], Data[1988, “Real Estate”]


• 文脈:  D[2018, x], D[1988, x] for all x in industries

⇒ (D[2018] − D[1988]) . idxmax ≡ Real Estate



研究のねらい
読者に文章の叙述から、それを裏打ちする図表にいざない、
より自主的、批判的、探求的な読書体験を促すこと：


1. 叙述されたデータの所在を図表に見つけられること


2. 叙述に含まれる主張の根拠となる統計的な性質や基
準を理解させること


3. 図表から文章に記述されていない事実を発見できる
こと



今後の研究の方向性
• より多くのTDBレポートへの適用


• 心理実験: オンラインTDBレポートは新たな意思決定を産む
のか？


• テキスト自動生成技術との連携 (細川夏生さんのSPIプロジェ
クト)


• （編集者のための）対話的なオーサリング環境


• （読者のための）　パーソナライズされた文章の提示

https://smartnova.github.io/spi/
https://smartnova.github.io/spi/


• （編集者のための）対話的なオーサリング環境


• （読者のための）　パーソナライズされた文章の提示



今後の研究の方向性
• より多くのTDBレポートへの適用


• 心理実験: オンラインTDBレポートは新たな意思決定を産むのか？


• テキスト自動生成技術との連携 (細川夏生さんのSPIプロジェクト)


• （編集者のための）対話的なオーサリング環境


• （読者のための）　パーソナライズされた文章の提示


• 各種資料: https://smartnova.github.io/tdb-reports/


• スライド、デモ、論文、ポスター

https://smartnova.github.io/spi/
https://smartnova.github.io/tdb-reports/talks/20191203-tdb/

